
〇学校内や地域内の未利用資源（規格外リンゴ・米ぬか・酒
粕など）を原材料にオリジナルの自家製飼料を開発し、廃用
となる放牧繁殖牛を自家製飼料で再肥育し、商品化・販売を
行った。これまで３頭がA３ランクとブランド牛並みに仕上が
り1,068,563 円の売上を達成。
〇有事を想定し地域資源である家畜動物の命と農村社会を守
ることを目的に前例のない避難放牧訓練を実施し、活動を通
じて地域のステークホルダーとの繋がりができた。

概 要
〇多様な主体と連携し、放牧牛を地元で消費する仕組みづく
りや、有事を想定した家畜動物の避難訓練を実施。
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避難放牧ヒアリング調査
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地域の子ども達向け放牧場
イベントの開催(2024)
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家畜動物の避難訓練(2025)
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